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　豊平地区まちづくり活動の
拠点。まちづくりに参加した
い方はぜひお越しください。

地下鉄学園前駅構内に「豊平地区のまちづくり」掲
示板が設置されました。豊平地区の歴史や、まち
づくり活動について知ることができます。

　明治43年に豊平
地区が札幌区に編
入されるまで、町
役場はここにあり
ました。

た
。
そ
の
後
、
定
山
渓
鉄
道

の
開
通
、
豊
平
橋
の
鉄
橋
架

け
替
え
な
ど
に
よ
り
交
通
の

要
衝
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
室
蘭
街
道（
現
在
の
国

道
36
号
）沿
い
を
は
じ
め
と

し
て
大
規
模
な
商
店
街
が
形

成
さ
れ
、
商
業
・
工
業
の
ま

ち
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

現
在
も
豊
平
地
区
は
利
便

性
が
高
く
、「
北
海
き
た
え
ー

る
」
や
豊
平
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
の
ほ
か
、
北
海
学
園

な
ど
の
広
大
な
文
教
施
設
を

擁
す
る
、
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
平
地
区
の
歴
史
は
今
か

ら
１
５
０
年
以
上
前
、
江
戸

時
代
の
安
政
4（
１
８
５
７
）

年
、「
札
幌
開
祖
」と
呼
ば
れ

る
志
村
鉄
一
が
豊
平
川
の
渡わ
た

し
守も
り

に
任
命
さ
れ
、
そ
の

後
、
定
住
し
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
。

　

明
治
時
代
に
入
る
と
開
拓

が
始
ま
り
、
明
治
7
年
に
豊

平
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
他

村
と
の
合
併
を
経
て
、
同
41

年
に
は
町
制
が
施
行
さ
れ
て

豊
平
町
に
改
称
。
さ
ら
に
同

43
年
に
は
、
豊
平
地
区
は
当

時
の
札
幌
区
へ
編
入
し
ま
し

豊平区で最も長い歴史を持つ豊平地区。札幌の中心
部に近いこの地区は、交通の要衝として、また、大き
な商店街のある、商業・工業のまちとして発展してき
ました。
　今回はそんな豊平地区の歴史や、地域住民の方々の
取り組みをご紹介します。

　

豊
平
地
区
で
は
、
清
潔
で
住
み
や
す

　

豊
平
地
区
で
は
、
清
潔
で
住
み
や
す

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
自
分
の
住
む
場
所
を
き
れ

　
「
ま
ず
は
自
分
の
住
む
場
所
を
き
れ

い
に
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
日

い
に
し
よ
う
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
日

ご
ろ
か
ら
小
ま
め
に
清
掃
を
行
い
、
さ

ご
ろ
か
ら
小
ま
め
に
清
掃
を
行
い
、
さ

ら
に
春
・
夏
・
秋
の
年
３
回
、
豊
平
地
区

ら
に
春
・
夏
・
秋
の
年
３
回
、
豊
平
地
区

全
域
の
一
斉
清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。

全
域
の
一
斉
清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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は
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、
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民
や
地
元
企

こ
れ
に
は
広
く
、
地
域
住
民
や
地
元
企

業
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

業
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど
も
多

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど
も
多

く
住
む
、
既
設
の
小
規
模
な
共
同
住
宅

く
住
む
、
既
設
の
小
規
模
な
共
同
住
宅

の
敷
地
内
に
も
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

の
敷
地
内
に
も
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
て
も
ら
い
、
ご
み
の
分
け
方
や

設
置
し
て
も
ら
い
、
ご
み
の
分
け
方
や
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